
1 

 

令和７年２月２６日 

令和６年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 江東区立元加賀幼稚園 

所在地 江東区白河 4－9－１７ 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞

 

＜テーマの設定理由＞ 

２．活動スケジュール

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

 

自然  いけ（ビオトープづくり）をつくろう  

 

・６月に、年長組のこどもたちと有志の保護者とで、穴を掘り、専門家からアドバイスをもらう。 

・防水シートをはり、荒木田土を全園児でビオトープの周りに張り付ける作業をする。 

・7 月ビオトープの水をこどもたちとバケツリレーでため、ネイチャーリーダーさんに水草を、地域の方からも、

メダカ・タニシ・エビなどを分けていただく。 

・秋頃、年長組でビオトープの名前を考える。名前の理由も考え、年中組・保護者にも投票を行う。 

・氷が張る機会を捉え、氷が張った時のこどもたちの様子を見る。 

・年長組を中心にビオトープの名前「もとかがいけ」のプレートを講師の先生と共に作成する。 

・冬の池の状態をプロナチュラリストの佐々木洋先生に見ていただき、アドバイスをもらう。 

 

 

〇ビオトープ作成のために準備したもの 

   防水シート・荒木田土・シャベル 

〇ビオトープに関心をもてるようにしたこと 

   ・作成場所を正門の近くにし、登園後にすぐに見られるようにした。 

   ・集える場所として、ベンチや机をビオトープの周りに設定した。 

   ・夏季休業中や変化があった時には、HP などで池の様子を知らせた。 

〇ビオトープに愛着をもてるようにしたこと 

 ・みんなで名前を考え、「もとかがいけ」というプレートを作成した。 

  ・池に住む生き物の絵を描いたり、壁面制作で取り入れるなど、描画・制作活動を取り入れた。 

（テーマに関する子供たちの興味関心、園の特色など） 

園庭になかったビオトープを作ることで、季節の変化を感じたり、よく見ることで、新たな発見をしたりする

面白さを実感できるようにしたいと考えた。ビオトープを作る過程で出た一人の気付きや疑問、つぶやきを

教師が拾い、話題にすることで、こどもたちはもちろんのこと保護者も巻き込み、親子で話題にできるよう

に計画した。みんなの力を合わせればできるということを経験させたいと思い上記のテーマを設定した。 
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４．探究活動の実績 

＜活動の内容＞

 

＜活動中の子供たちの姿・声、子供同士や子供と保育

 

５．振り返り

 

こどもたちの「池あったらいいよね」というつぶやきから、池（ビオトープ）づくりを計画する。専門家

からのアドバイスを受け、こどもたちと保護者にも声を掛け園庭に穴を掘る。 

   

教師が、ビオトープ作りの下見として、園庭の土の固さを確かめるために、シャベルで園庭を掘ってい 

ると、こどもたちがやってくる。一人の子が、「これじゃ、どこまで掘るのかわからないからエリアを作ろう。」と

言うので、教師が「どういうこと？」と尋ねると、「ラインをひかないと、わからなくなるよ。」と言う。そこで、

どのくらいの大きさの池がよいかをその場にいるこどもたちと「このくらい？」「もっと？」などと言いながらライ

ンをひく。その際、「カエルが来たらいいよね」「魚がいたらいいかも」「サメは？」「そんなのダメだよ」などと

その場にいる友達と、それぞれの希望を言葉にしながら掘りはじめる。 

土の固いところがあると「じゃあさ、水を入れようよ」と自分達でバケツを持って水を入れて掘り、水を

入れる時も、周りの人にかからないように、「水、入れるよ」と声を掛けていた。穴掘りの途中で木の根

っこが出てくると、「根っこだ」「太いね」「こっちを掘ったらいいんじゃない」「ここはダメだ」「ここは行き止ま

り」「抜けないぞ」「これって、ミカンの木かな？」などと木の根っこの植物を予想したり、根っこのはえ方を

予測したりしながら掘っていた。わくわくしながら「こんなの見つけたよ」と、大きな石や貝殻などを取り出

しては、「海だったのかも・・・」と様々想像しつぶやいている姿があった。片付けの時間になると、こどもた

ちから「またつづきをしたい」と声があがる。教師は、「そうだね。また、明日やろうか」と言うと、「このまま

にしておくのはあぶないよね」と言う。教師が「なんで、危ないの？」と尋ねると「たんぽぽ組さん（年中

組）とかいるでしょ。落ちたら危ないよね」「そうだよ。工事中なんだから」と言い、三角コーンを持ってき

て、囲い始める。 

  

・穴掘りの過程で、水を入れると土は柔らかくなる、この道具を使うと掘りやすくなるなど、こどもたちが

今までの経験から得たことを活かしたり、木の根っこを見て、生え方を予測したり、友達と力を合わ

せたり想像したりすることに話が弾む姿見られた。わくわくしながら穴掘りを楽しみ、様々な発見物

に目を輝かせ、明日もやりたい！という気持ちをもって取り組んでいた。 

・この池作りは、継続中であり、季節の変化やその時々の状況に教師自身も関心をよせ、捉えるこ

とが大切である。こどもたちと共に楽しむ教師の気持ちがこどもたちのわくわくする気持ちを育むと感

じた。 

 

 


